
書

評中

田

祝

夫

著
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『

東

大

寺

菰

請

文

稿

の

国

語

学

的

研

究

』

佐
藤
達
次
郎
氏
旧
蔵
「
東
大
寺
語
講
文
稿」
は、
本
来
「
華
厳
文
義
要
決
巻

第
二
の
紙
背
に
記
さ
れ
た
文
で
あっ
て、
平
安
時
代
初
期の
書
写
と
認
め
ら

れ、
原
本
に
は
題
名
は-記
さ
れ
て
ゐ
な
い
が、
便
宜
上
仮
に
右の
や
う
に
名
付

け
ら
れ
た
もの
で
あ
る。
原
本
は
佐
藤
達
次
郎
氏の
所
蔵
で
あ
り、
昭
私
十三

年
七
月
四
日
付
で
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
が、
昭
和二
十
年
四
月
十
四
日、
戦
災

に
遭っ
て
焼
失
し
た
(文化財保護委員会「
峨

刊誌焼失文化財美術工芸病」
昭三

九・一二〉。
幸
ひ、
昭
和
十
四
年
八
月
に、
所
蔵
者
佐
藤
達
次
郎
氏
に
よっ
て
精

密
な
二
色
刷の
写
真
復
製
本
が
刊
行
さ
れ、
乙
れ
に
よっ
て
始
め
て
内
容
が
広

く
世
に
知
ら
れ
たの
で
あっ
て、
その
際
に
付せ
ら
れ
た、
山
田
孝
雄
博
士の

解
説、
田
山
方
南
氏の
釈
文
を
始
と
し
て、
その
後、
と
の
文
献
に
関
す
る
研

究が
幾っ
か
発
表
さ
れ
た。
し
か
し
そ
れ
ら
は
何
れ
も
部
分
的
に
乙
の
資
料
を

取
上
げ
た
も
の
で
あ
る
か、
或
い
は
特
定の一
面
か
ら
の
考
察
で
あっ
て、

その
全
面
的
綜
合
的
な
研
究
は、
未
だ
世
に
現
れ
る
に
至っ
て
ゐ
な
かっ
た。

本
文
献
が
国
語
史
研
究の
上
で、
殊
に
上
代
語・
中
古
語の
資
料
と
し
て
重
要

な
もの
で
あ
る
と
と
は、
国
語
史の
研
究
に
携
は
る
もの
は
斉
し
く
認
め
る
所

で
あ
る
に
も
拘
ら
ず、
そ
の
本
格
的
な
研
究
が
為
さ
れ
な
かっ
た
の
は、一偏
に

そ
の
文
章の
解
読
が
極
め
て
困
難
で
あっ
た
か
ら
に
外
な
ら
な
い。
今
回
上
梓

築

島

裕

さ
れ
た
中
田
祝
夫
博
士の
「
東
大
寺
調
請
文
稿
の
国
語
学
的
研
究」
一
冊
は、

本
文
献の
綜
合
的
な
研
究
と
し
て
正
に
始
め
て
世
に
問
は
れ
た
もの
と
言
ふ
乙

と
が
で
き
よ
う。
中
田
博
士
は、
先づ、
そ
の
複
製
本
に
基
い
て、
そ
の
全
文

の
翻
字
解
説、
並
に
訓
下
し
文
を
作
成
し、
更
に
そ
の
本
文
の
内
容
構
成
を
検

討
し
て
乙
の
文
献の
本
質
を
採
り、
又
中
に
用
ゐ
ら
れ
た
国
誌の
研
究
に
及ん

で
を
ら
れ
る。
複
製
本
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
三
十
年の
歳
月を
経
て、
今
や
弦

に、
乙
の
文
献の
体
系
的
な
研
究
が
著
さ
れ、
又、
同
時に、
近
年
稀
織に
属

し
て
ゐ
た
本
書の
複
製
本
も、
再
び
版
に
附
せ
ら
れ
る
に
至っ
た。
拘
に
国
語

学
界の
慶
事
と
称
すべ
き
で
あ
ら
う。
尚、
本
音
陀
は
右
に
加へ
て

知
恩
院
蔵
本
大
唐三
蔵
玄
笑
法
師
表
啓
古
点
ご
巻)

正
倉
院
聖
語
蔵
本
大
乗
大
築
地
蔵
十
輪
経一苅
慶
七
年(八八三)
訓
点

(二
巻)

の
全
文の
影
印
並
に
訳
文
を
附
載
し、
吏
に
乙
れ
ら三
者の
訓
読
文
につ
い
て

の
詳
し
い
和
語の
索
引
が
附せ
ら
れ
て
ゐ
る。
何
れ
も
学
者を
議
す
る
所
大
な

る
もの
が
あ
る。

私
は、
本
文
献
が、
訓
点
資
料
に
似た
形
態を
持
ち
な
が
ら
も、
若
干
そ
れ

と
は
性
格
を
異
に
す
る
乙
と
に
気
附
き、
先
年
そ
れ
に
つ
い
ての
小考
を
物
し



た
ζ
と
が
あ
る
(『「
東
大
寺
調
講
文
稿」

小
考』
国
語
国
文
昭
二
七
・

六 。
「
平
安
時

代
の
漢
文
訓
読
垣間
に
つ
き
て
の
研
究」
(
昭
三
八
・

三)
に
少
し
く
加
筆
再
録) 。

又 、

暫

く
前
に
東
京
大
学
文
学
部に
於
け
る
国
語
学
演
習
の
教
材
と
し
て、
学
生
諸
君

と
共
に
研
究
し
た
乙
と
も
あ
る
が、
その
際
に
扱
ひ
得
たの
は
全
体
の
極
く一

部に
過
ぎ
な
かっ
た。
私
な
り
に一
往
全
文の
訳
読
を
試
み
た
こ
と
も
あ
る

が、
不
明の
点
が
多
かっ
た。
私
自
身、
今
回
の
中
田
博
士の
御
論
考に
よ
っ

て
啓
発
を
受
け
た
点
は
極
め
て
多い。
今
本
沓
の
書評
の
箪
を
執
るこ
と
は、

お
ほ
け
な
き
業
と
は
恩
ふ
が、
以
下、
二
三
思
見を
記
し
て、
立
を
塞
ぎ
た
い

と
思
ふ。

東大寺調講文稿の国語学的研究

本
書の
概
略
に
つ
い
て
は、
夙
に
山
田
孝
雄
博
士
が、
複
製
本
刊
行の
際
に

附せ
ら
れ
た
解
説
に、
要
を
得た、
し
か
も
周
到
な
記
述
が
見
ら
れ、
更
に

そ
れ
を
補
訂
さ
れ
た
もの
が、
「
典
籍
雑
孜」
(昭一ニ一
・一
二)
に
見
ら
れ
る

(殊に
仮
名字体表、
ヲコ
ト
点図には
大幅の
修正
あり〉
の
で
あ
る
が、
中
田
博

士
は、
先づ
本
書の
全
文の
写
真
版
を
掲
げ、
そ
れ
に
対
す
る
潮
字
を
載
せ、

更
に
訓
み
下
し
文
を
記
し
て、
本
文の
全
貌
を
示
し、
次
に
上
記二
極
の
平
安

初
期
点
本の
全
文の
写
真
と
その
訓
み
下
し
文
を
上
下
に
配
し、
そ
れ
に
続

い
て
「
研
究
篇」
を
立
て、
「
第一
章
東
大
寺
識
請
文
稿
の
書
誌
等
に
関
す

る
考
察」
と
題
し
て
本
書
の
伝
来、
従
来の
研
究、
書
誌、
表
記、
成
立
年

代、
内
容、
文
章
様
式
等
を
詳
細
に
論
じ、
次
に
「
第二
章
東
大
寺
誤
認
文

稿の
言
語
に
関
す
る
考
察」
と
し
て、
語
染、
敬
語
法、
漢
字、
助
字、
対
句、

そ
の
他
に
亘
り、
更
に
釈
文の
註
記、
出
典
調
査、
品
詞
別
語
梁一
覧、
和
訓

字
音
総
合
索
引
と
し
て、
東
大
寺
調
語
文
稿・
大
唐三
蔵
玄
英三
蔵
法
師
表
啓

古
点
・

地
蔵
十
輸
経
元
慶
七
年
点
(
巻
第
五
・

七
の
み)

の
和
訓
・

字
音
の
五
十

音
順
索
引
を
附
し
て
あ
る。

評〕〔香

以
上
が
本
書の
全
般
に
亘
る
概
相縦
で
あ
る
が、
忌
惨な
き
私
見の
表
明
を
許

さ
れ
る
な
ら
ば、
玄
英三
蔵
法
師
表
啓
と
十
輸
経
元
慶
点
を
附
訓制
さ
れ
た
乙
と

に
つ
い
て、
若
干
ち
ぐ
は
ぐ
な
感
を
抱
か
ざ
る
を
得
な
い。
ζ
の
と
と
に
つ
い

て
は、
中
田
博
士
御
自
身、
序
文
で
述べ
ら
れ
て
を
り、
三
蔵
法
師
表
啓
は、

調
講
文
稿
と
共
に、
同
時
代
の
国
語
資
料
で、
共
に
南
都
出
自の
もの
と
い
は

れ
る
乙
と、
地
蔵
十
輸
経一冗
由民
点
は
東
大
寺の
もの
で、
上
記二
者
と
も
国
語

資
料
と
し
て
近
い
時
代
の
もの
で
あ
り、
又
三
蔵
法
師
表
啓
古
点
と
同
じ
く第

三
群
点の
ヲコ
ト
点を
用
ゐ
た
訓
点
が
加
点
さ
れ
て
ゐ
る
とい
ふ
共
通
点
が
あ

る
と
と
に
よ
っ
て、
乙
の
二
文
献
を
付
載
し
た
由
を
言
は
れ
て
ゐ
る。
確
に
御

説
の
通
り
で
あ
る
し、
又、
こ
の
書
を
単
に
国
語
史
料
と
し
て
使
用
す
る
点
か

ら
言へ
ば、
便
益
を
得
る
所
が
大
で
あ
る
こ
と
申
す
迄
も
な
い。
況
し
て
や、

併
載
さ
れ
て
ゐ
る
ζ
の
三
種
の
文
献の
総
合
和
訓
索
引
は
更に
その
有
用
性
を

加へ
る
もの
で
あ
る。
し
か
し、
本
書の
標
題
は
「
東
大
寺
誠
請
文
稿の
国
語

学
的
研
究」
で
あっ
て、
そ
の
中
核
は
東
大
寺
調
請
文
稿
を
対
象
と
し
た
追
究

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
す
れ
ば、
数
多
くの
平
安
初
期の
訓
点
資
料の
中
で、

乙
の
二
文
献
だ
け
が
他の
諸
文
献
に
比べ
て、
殊
に
識
論
文
稿
研
究
に
密
接
な

関
係
が
あ
る
こ
とを
明
に
さ
れ
る
必
要
が
あっ
たの
で
は
な
か
ら
う
か。
東
大

寺
関
係の
訓
点
資
料
と
言へ
ば、
他
に
も
成
実
論・
金
剛
般若
経
讃
述
な
ど
多

くの
もの
が
あ
る
し、
第三
群
点
と
言へ
ば、
唐
招
提
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経・

石
山
寺
本
金
剛
波
若
経
集
験
記
な
ど
重
要
な
点
本
は
幾
ら
も
あ
る。
又、
十

総
経
元
慶
点
は、
現
在
東
大
寺
図
書
館
所
蔵
の
五
巻
と、
聖
語
蔵
の
二
巻
と
が

あっ
て、
前
者
は
既
に
昭
和
三
十三
年
刊
行の
「
古
点
本の
国
語
学
的
研
究訳

文鏑」
の
中
に
収
載
さ
れ
て
ゐ
て、
後
者の
二
巻の
み
が
本
舎に
付
載
さ
れ
て

ゐ
る
わ
け
で
あ
る。
又、
識
調
文
稿が、
本
文
も、
その
訓
点
も
共
に
本
邦
の

僧
侶
の

筆
録
(「
著
述」

・と
ま
で
は
行
か
な
い
段
階
の
も
の
と
い
ふ
意
味
で)

で
あ
っ
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て、
ζ

れ
に
対
し
て、
表
啓
や
十
輸
経
は、
本
文
自
体
は
漢
文
で
あっ
て
そ
の

撰
者
は
彼
土
の
人

で
あ
り、

そ
れ
を
本
邦の
学
侶

が
研
学
訳
読
し
て
訓
点
を
加

へ

た
も
の
で
あ
っ

て、

言
語
的
性
格
が
本
質
的
に
臭
っ
て
を
り、

識
調
文
稿

は、
乙
れ
ら
正
規
の

漢
文
と、

そ
の
訓
点
と
に
基
い
て
、

そ
れ
を
模
倣

し
つ

つ
、

し
か
も
そ
れ
と
は
異
っ
た
独
自
の
文
章
を
形
成
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る。

私
の
感
じ
で
は
寧
ろ、

こ
の
二
付
批判
文
献
は、
「
訳
文
節
」

の
続
前
と
で
も
し

て、

独
立
し
て
一

蓄
を
成
す
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
は
れ
る
の
で
あ

る。
尚、

本
文
の
割
付
に
つ
い
て、

望
萄
の
辞
を
弄
す
る
な
ら
ば、

写
真
版
は、

大
き
く
て
見
易
く、

誠
に
結
構
で
あ
る
が
、

翻
字
(
原
文
の
語
序
の
ま
〉
の
も
の
)

の
部
分
と、

訓
下
し
文
の
部
分
と
が
遥
か
頁
を
隔
て
て
ゐ
る
の
は、

不
便
で
あ

る。

両
者
共、

柳
か
大
形
に
過
ぎ
る
か
と
思
は
れ
る
や
う
な
活
字
で
賛
沢
な
割

付
で
あ
る
か
ら、

何
と
か
こ
の
両
者
を
一

頁
に
収
め
る
や
う
に
工
夫
さ
れ
る
余

地
は
無
か
っ
た
で
あ
ら
う
か。

そ
れ
に
よ
っ
て
頁
数
も
少
く
な
り、

価
額
も
低

廉
に
な
り
得
た
の
で
は
な
か
ら
う
か。

又
必一
納
な
ζ
と
で
あ
る
が、

写
真
版
と

翻
字
と
に
は、

行
数
の
記
載
が
5
-
m
・
日
の
や
う
に
五
行
早川
き
で
あ
る
の
は、

不
便
で
あ
り、

訓
み
下
し
文
が
各
行
記
載
で
あ
る
の
に
併
せ
て、

写
真
版
・

翻

字
に
も
各
行
記
載
で
あ
っ
た
ら
良
か
っ
た
の
に
と
忠
ふ
。

先づ
「
研
究
篇」
よ
り
紹
介

批
評
の
筆
を

起
す
乙

と
に
す
る。

そ
の
第
一

章

は、
「
東
大
寺
誤
認
文
稿
及
び
そ
の
研
究
」

と
題
し
て、

本
書
の
伝
来、

焼
失

の
事
情、
歴
代の
諸
先
学の
研
究
調
査の
跡
を、
詳
し
く
述べ
ら
れ
て
ゐ
る。

第二
章
は、
ヲコ
卜
点・
片
仮
名
その
他
符
号
な
ど
を
扱
は
れ
て
ゐ
る。
ヲコ

ト
点
図
に
つ

い
て
は、

既
に

山
田
孝
雄
博
士
が
複
製
本
解
説
(
以
下
初
説
と
称

す
る)

及
び
そ
れ
を

修
訂
さ
れ
た
典
籍
説
稿
の
説
(
以
下
次
説
と
称
す
る〕

が
あ

り、
又、
春
日
政
治
博
士
の
「
初
期
点
法
例
||
霊山磁点本を資料として
||」

(
国
諮
問a
芸
二
ノ
九、

昭
二
七
・
一

O。
「
古
訓
点
の
研
究」

再
録)

に一
不
さ
れ
た
説

が
あ
る。

今
乙
れ
ら
を
列
挙
す
る
と、

次
の
や
う
に
な
る。

川
山
田
博
士
初
説

コ②
山
田
博
士
次
説

( 
コ

トト
) 一

ー 、』 、ー‘ 、h 弓F

�f ; 1 
‘' ‘' 

ヲ ，、

ω
宇都
日
博
士
説
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コ

ト
ー 、・ ..._ 、� -

:f? J 
‘' ‘. 、.

ヲ ト ハ

7||雲||? 

星
点
で
は 、
先
づ
上
の
中
央の
「
ト」

が
問
題
で
あ
る
が 、
と
れ
は
中
田
博

士
の
如
く 、

認
め
な
い
の
を
正
し
い
と
す
る
で
あ
ら
う 。
左
の
中
央
は 、
山
田

博
士
(
初
説)
は
認
め
ず 、
春
日・
中
国
両
博
士
は
「
シ」
と
さ .
れ
た
が 、
中

田
博
士
の
御
説
も
あ
る
が
(
二
五
四
頁
下) 、
私
は
山
田
博
士
次
説
の
一

説
の
如

く 、
「
ス」
で
は
な
い
か
と
忠
ふ 。
九

九

行
の
「

共

沙
土
斉
」

の
「

斉」
に
附
し

た
の
は
「

沙

土

ト

共

(

三

斉
(

シ
ク

)

す」、
一
O
七
行
の
「
犯
自
作

教
他

之

評〕〔舎

if 
悪」
の
寸
犯」
に
附
し
た
の
は
寸
自
作
教
他(の)〔
之〕
悪(を)
犯
判」
と
試
読

す
る
乙

と
は
出

来
な
い
で
あ
ら
う
か
(
因

に

後
者
は 、
訳
文(
一

二

三
頁)
で
は
「
犯

せ
り」 、

研
究
筋
(
二
五
四一
良)
で
は
「
犯
し
(
ぬ)」

と
あ
っ
て
不
統
一
で
あ
る 。

何
れ
に

せ
よ
「
せ
り」

の
点
と
見
る
の
は
困
難
で
は
な
い
か

。)

中
央
の
上
部
の
点
は
春
日
説

の
「
ト」

を
斥
け
て
山
国
税
と
同
じ
くコ
ト

を
主
張
さ
れ
た
が 、
従
ふ
べ
き
で

あ
ら
う 。
尤
も
右
肩
の
/
に
も
「コ
ト」

を
認
め
る
と
す
れ
ば 、
或
い
は
容

日
説
の
「
ト」
も
顧
み
ら
るべ
き
か
も
知
れ
な
い 。
左
傍
の
|

は
「セ
リ」
と

訓
ま

れ
た
が 、
或
い
は
「
リ

」

か
も
知
れ
な
い

5m
】

剖引」
(
八

九

頁〉
よ
り

は
「
葬(
れ
)

り」

の
方
が

自
然
で

あ
る
)

。

「
ナ

リ

」

「

ト
キ」
の
点
に
つ
い
て
は 、

用
例
が
少
く

問
題
も
残
ら
う

。

右
肩
の
O
を
「モ
テ」
と
訓
ま

れ
た
が 、
助
詞

「
ヲ」
を
補
ひ、
又
本
書の
促
音
便の
例の
「オヒ
モ
テ」
に
徴
し
て
「
ヲモ
テ」

と
す
る
の
が
穏
当
で
は
な
い
か
(山田
説
(
次
説)
「ヲモ
チ
テ」) 。
以
上
ヲコ
卜

点
に
つ
い
て
く
だ
/\
し
く

述べ
た
が 、
直
俊
釈
文
に
係
る
こ
と
で
あ
り 、
又

初
期
の
ヲコ
ト

点
の
重
要
な
資
料
の一
で
も
あ
る
乙
と
で
あ
る
か
ら 、
諒
と
せ

ら
れ
た
い 。

次
に
仮
名
字
体
に
つ
い
て
は 、
山
田
博
士
(
次
説)
の
も
の
と
比
較
す
る
と 、

大
差
が
あ
る 。
二一
気
付
い
た
点
を
述べ
る
と 、
ソ
の
字
体 、
山
田
博
士
は
ソ

Y
Yの
三
体
を
挙
げ
て
を
ら
れ 、
第
二
体
と
第
三
休
と
は
殆
ど
区
別
が
見
え
な

い
が 、
中
田
博
士
は
ソ一
体
の
み
で
あ
る 。
し
か
し

原
文
で
は
明
に
γ
の
や
う

に
左
右
の
画
が
接
し
た
形
体
が一
一舟
な
ら
ず
見
え 、
し
か
も
乙
の
体
は
平
安
初

期
の
ソ
の
字
休の一
特
色
と
も
見
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら 、
乙
の
字
体
は
ど
う
し

て
も
逸
し

得
ぬ
も
の
と
考
へ
る 。
又 、
ヒ
の
字
体
に
上
の
や
う
に
あ
る
が 、

山
田
博
士
(
次
説〉
説
に
見
え
る
や
う
に 、
じ
の
如
く
で
あ
っ
て 、
第一
画
よ

り
も
第
二
一幽
の
上
端
は
同
じ

水
準
又
は
以
下
で
あ
る 。
又 、
ヨ
の
字
体
で
あ
る

ラ
に
つ
い
て
は 、
二
五
七
頁
下
に
特
筆
さ
れ
て
ゐ
る
が 、
と
の
字
体
は
ラ
の
如
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く
で
あっ
て、
「
所」
の
異
体
字
か
と
も
考へ
ら
れ、
ヨ
の
仮
名
と
見
る
乙
と

に
は
柳
か
臨
時附
さ
れ
る。
又、
中
田
博
士
は、
コ
の
甲
乙
の
伎
分
けを
認
め
て

を
ら
れ
る
の
で
あ
り、
仮
名
字
体
表
に
ア
行のエ
と
ヤ
行の
エ
と
を
別
枠
に
入

れ
て
を
ら
れ
る
の
で
あ
る
か
ら、
「コ
甲」
と
「コ
乙」
と
は、
当
然
別
枠を

立
て
ら
れ
るべ
き
で
は
な
い
か。
そ
れ
を
「
古」
と
「
己」
と
同
枠
内
に
含
め

ら
れ
た
の
は、
不
統一
の
や
う
に
考へ
ら
れ
る。

音
便
に
関
し
て、
「
担オヒモテ」
(八九行)
の
例の
あ
る
こ
と
を
述べ、
又

「
資ヨて」
(一一一
行。
但しとの
「ヨ」
につ
いては
問題あり、
上述)
が
当
時

の
他
資
料
に
「
ヨ
テ」
「ア
ヤマ
テ」
と
促
音
便
の
例
が
多
く
見
え
る
乙
と
を

述べ
ら
れ
た。
傾
聴
すべ
き
説
で
あ
り、
オ
ヒ
モ
テ
に
つ
い
て
は
納
得
出
来
る

が、
や
は
り
全
語
仮
名
書
で
な
い
限
り
は、
確
実
な
資
料
と
す
る
に
は
跨
路
さ

れ
よ
う。
又、
「モ
テ」
は
万
葉
集
に
も
あ
り、
促
音
便
の
例
と
し
て
も一
般

と
は
異っ
た
特
殊
な
例
と
し
て
考へ
る
方
が
安
全
で
あ
ら
う。

第
四
節の
「
東
大
寺
調
請
文
杭の
作
成
年
代」
は、
本
書の
中の
圧
巻
で
あ

っ
て、
注
目
すべ
き
新
見の
満
ち
て
ゐ
る
章
節
で
あ
る。
先づ、
本
書の
成
立

年
代
に
つ
き、
先
学の
引
用
さ
れ
た
「
霊
異
記」
は、
景
戒
の
「日
本
霊
異

記」
に
は
非
ず
し
て、
海
彼の世一uで
あ
る
と
断
じ、「
日
本
軍
異
記」
に
拠
っ
て

成
立
年
代
を
限
定
す
る
説
を
斥
け、
本
書
の
中
で、
コ
の
仮
名
に
甲
乙
二
類の

書
分
けの
あ
るζ
と
を
取
上
げ、
当
時の
他
文
献の
例
を
勘へ
合せ
て、
日
本

霊
異
記
以
前
と
す
ると
と
が
無
理
で
あ
る
乙
と、
本
書の
背
飢
現
象
は
弘
仁、

天
長の
頃の
も
の
の
反
映
と
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
ぜ
ら
れ
た。
又
併せ
て、
本

書の
中
に、
法
務十
八
前の
記
事の
あ
る
乙
と
に
着
目
し
て、
円
本
に
お
け
る
八

議
会の
初
見
が、
延
熔
十
五
年(七九六)
で
あ
る
乙
と
を
別
に
し、
調
稲
文
一机

の
成
立
も、
乙
の
年
よ
り
遡
ら
な
い
と
と
を
論ぜ
ら
れ
た。
前
者
に
つ
い
て

は、
尚
問
題
も
残
る
と
恩
ふ
が、
後
者
に
つ
い
て
は、
主
要
な
提
言
で
あっ

て、
本
書
の
成
立
年
代
につ
い
て
の
キ
ー
ポ
イン
ト
の一
つ
を
押へ
ら
れ
た
も

の
と
認
め
ら
れ
よ
う。

次
に、
第
五
節
と
し
て、
「
束
大
寺
調
調
文
杭の
記
述
内
容」
と
題
し、
「
唱曲

請
文」
な
る
も
の
の
性
格を、
「
雑
筆
要
集」
「
本
朝
文
粋」
そ
の
他の
文
献
に

拠っ
て
徹
底
的
に
検
討
し、
本
書の
中
K
章
段の
名
目
が
桜
出
さ
れ
て
ゐ
る
乙

と
を
指
摘
し
て、
そ
れ
が、
古
く
「
教
化」
の
題
名
と
合
致
す
る
こ
と
の
あ
る

と
と
を
指
摘
さ
れ
て
ゐ
る。
そ
し
て、
内
容
的
に、
本
蓄
が
公
式
例
文
を
示
す

も
の
で
あ
ると
と、
類
句
集
的
面
を
有
す
るこ
と、
な
ど
を
論
じ、
更
に、
六

蕊
供
養、
表
白の
問
題
な
ど
に
及
び、
ま
た、
仏
教
諸
宗の
教
義
と
の
関
係
に

も
及
ば
れ
て、
結
論
と
し
て、

ω
表
白、
教
化
の
類
を
収
め
て
ゐ
る
乙
と。

ω
識
調
と
は
関
係の
な
い、
口
述・
経
釈の
類
も
収
め
て
ゐ
る
乙
と。

ω
名
句・
必
要
勾な
ど
を
類
蒸
し
よ
う
と
し
た
部
分
が
あ
る
こ
と。

制
筆
者
は、
法
相
宗
に
最
も
近
い
が、
三
論
宗・
華
厳
宗な
ど
の
知
識
も
存

し
て
ゐ
た
乙
と。
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な
ど
を
挙
げ
ら
れ
た。
本
来、
国
語
史
料
と
し
て
扱
ふ
際
に、
そ
の
前
提
と
し

て、
そ
の
文
献の
性
格を
明
か
に
すべ
き乙
と
は
当
然
で
あ
りな
が
ら、
従
来

疎
に
さ
れ
て
ゐ
た
点を、
鋭
く
掘
下
げ
て、
仏
教
史の
深
い
学
殖
に
基
い
て
明

快
な
る
結
論を
導
か
れ
た
と
の
章
段
は、
本
書の
中
で
も
殊
に
光
彩
を
放つ
部

分
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る。

次
に一日開っ
て
「
資
料
日」
に
移
りた
い。
最
初
に
「
影
印・
釈
文」
が
あっ

て、
原
文の
大
体
九
乃
孟
十
行
を
制
白
版
と
し
て
右
頁(偶数頁)
に
配
し、
そ
れ

と
対
応
し
て
充
頁
(奇数十八)
に
そ
の
翻
字(釈文)
を
凸
版
で
記
す(四
|九

九文)。
続
い
て
「
訓
み
下
し
文」
を
写
真
梢
字
版
で
記
す(一
O凶
|一
七五

頁)。
そ
の
休
裁
割
付に
関
す
る
問
題
は
上
述
し
た
か
ら
略
す。
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全
文の
翻
字
は、
複
製
本
の
解
説
以
来の
乙
と
で
あ
る
が、
そ
の
際
読
み
得

ら
れ
な
かっ
た
所、
読
み
誤
ら
れ
た
所の
正
さ
れ
て
ゐ
る
所
が
少
く
な
い。
又

全
訓
み
下
し
文
の
公
表
は
本卦一回
を
以
て
鴨
矢
と
す
る
も
の
で
あ
り、
多
くの
創

見
に
満
ち
て
ゐ
る。
更
に
又
「
註
記」
並
に
「
出
典
調
査」
が
あっ
て、
詳
細

な
研
究
が
展
開
さ
れ
て
ゐ
る。
全
巻
に百一つ
て
の
ζ
の
慈の
研
究
も
亦、
本
書

が
そ
の
最
初
で
あ
る。

複
製
本
の
釈
文
に
比
較
し
て、
本
書
が
多
く
の
新
見を
示
し
て
ゐ
る
ζ
と

は、
言ふ
ま
で
も
な
い
が、
そ
の
中
で、
殊
に、
ヲコ
ト
点を
附
し
た
第
八
三

行
か
ら
第一
二
二
行
に
及
ぶ
部
分
な
ど
は
顕
著で
あ
る。
た
だ、
こ
の
部
分
に

少々
存
す
る
朱
筆の
仮
名を、
墨
筆の
仮
名
と
区
別
せ
ず
に
翻
字
さ
れ
て
ゐ
る

の
は、
複
製
本
と
同
趣
で
あ
る
が、
や
は
り
厳
密を
期
し
て
朱
筆の
旨を
区
別

し
て
示
さ
るべ
き
で
は
な
かっ
た
ら
う
か。
本
文
写
真で
は、
朱
墨の
区
別
は

困
難
で
あ
る。

所
で、
本
書
で
初
め
て
新
見を
披
推
さ
れ
て、
定
説
と
な
る
と
考へ
ら
れ
る

点
も
少
く
な
い。
例へ
ば、
巻
首
第2
例
の
二
字
を
「
葵
葎ハ」
と
推
読
し
て

そ
の
出
典を
明
示
さ
れ
た
乙
と、
第開
行
「
納セ
ル
衣」
の
「
納」
を
(つづ

り)
と
補
設
さ
れ
た
こ
と、
第
四
行、
「
釈
主」
を
「
釈
王」
と
訂
さ
れ
た
と
と、

第
m
行の
「
約
菩
薩」
そ
の
他の
「
約」
をニ
オ
キ
テハ
と
訓
ぜ
ら
れ
た
乙
と

(
乙
れ
に
つ
い
て 、

著
者
は
更
に
「
拍

一鵠

位

国
語
学
論
集」
〈
昭
四
四
・

六
刊〉

所
収
の

「
東
大
寺
訴
前
文
稿
の
一

周
字
「
約」

の
訓
み
方
に
つ
い
て」

に
於
て
詳
論
さ
れ
て
ゐ
る〉

な
ど、
枚
挙に
違
な
い
程
で
あ
る。

一
方、
複
製
本
で
は
如
何
に
見
て
も
判
読
し
兼
ね
る
所
を、
明
確
に
読
ま
れ

て
を
り、
複
製
本
解
説
が、
原
本
に
拠っ
て
判
読
さ
れ
た
か
と
息
は
れ
る
所を

そ
の
ま〉
製
は
れ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
点
も
あ
る。
又、
二
三
の
箇
所
に
つ
い

て
は、
愚
見
も
無
く
も
な
い
の
で、
以
下
そ
れを
列
挙
し
て
見
た
い。

評〔舎

(

縞
)

{

屍

菓

則

)

(

多
)

;

第2
行、
「
椅
得
口
口
滋」
は、
私
は
「
橘
得
口
口
口滋
円」
の
や
う
に
読

ん
で、
「
橘ハ
?

院 とヲ
得
テ
莱
滋
ク
多シ」
と
試
読
し
た。
大
般
浬
紫
経の

「
橘
得
屍
古来
則
滋
多」
に
拠っ
た
文
と
見
た
の
で
あ
る。

第凶
行、
「
所ヰカヒロ(シ
ヱ」
と
あ
る「
所」
字
は、
原
文「
肪」
の
形
で
あ

っ
て 、
「
欣
」

の
批
休
で
あ
ら
う
(
後
製
本
解
説
も
「
所」

に
作
る) 。

そ
し
て 、

ネ

カ
ヒ
はと
の
漢
字の
訓
な
の
で
あ
ら
う。
乙
の
字
は
第弘
行
に
も
見
え
て
ゐ

る。

辺
は
匹の
士口
体
字

第位
行
「
込クラヘ」
の
「
込」
は
「
辺」
で
は
な
い
か。

で
ク
ラ

ブ

の
訓
が
あっ
た
(
抜

製本
解
説
も
「
込

」)。

肺訴
行、
「
安

吾」
の
「
草」
は(複製本解説も同)
ど
う
見
て
も
無
理

で
あっ
て、
「
皐」
の
字
で
あ
る。
恐
ら
く
車
は
誤
で
草が
正
し
い
の
で
あ
ら

う
が、
本
文
は
右
の
如
く
で
あ
ら
う
と
思
ふ。

《

い

た

る
V

第則
行、
「
子
今」
を
「
今(
に)
子(
ま
で
ご
と
訓
下
さ
れ
た
が、
こ
れ
は

「
今
子」
で
よ
い
の
で
は
あ
る
まい
か。

第郎
行、
「
諸
天
雲
飛」
を
「
諸
天(の)
飛
雲」
と
読
ま
れ
て
ゐ
る
が、
直

後の「
釈
王
吹
風」
と
対
句
を
成
し、
「
諸
天(
は)
雲(
を)
飛(
ば
し
て
こ
と
訓

ずべ
き
で
は
な
い
か。
す
ぐ
後の
「
生
錦
繍
粍ヨソヒ
製キセ
寒
身」
も、
上
旬

の
「

期制樹
剥料
紙
於
舵
身」
と
比
較
す
れ
ば、
「
錦
繍(
を)
生(
じ)
寒
身

(
に)
粧ヒ
裂セ」
よ
り
も
「
錦
繍(の)
粧(を)
生(
し
て)
寒(い
た
る)
身(
に)

襲セ」
と
読
み
た
い
所
で
あ
る。

第則
行
「
仏
昔
流
輪
六
道
生
死」
を
「
仏、
昔、
六
道
生
死(
に)
流
輪(
し

て)
生
死(
し
た
ま
ひ
ご
と
「
生
死」
を
再
度
訓
ま
れ
た
乙
と
は
理
解
出
来
な

い。
「
仏、
昔、
六
道(の)
生
死(
に)
流
輪(
し
た
ま
ひ
と
と
すべ
き
か。
原

文、
輸
は
転の
誤
か。

《

ず
】

第閉山
行、
「
昼モ
夜モ
不
避
看
病」
を
「
昼モ
夜モ
看
病(
を)
避(
け)
不」
と
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す

心

(

ず
〕

さ
れ
た
が、
「
昼
モ
夜
モ
避(
ら)
不(
し
て)
病
を
看(
る)」
か。
避
を
サ
ク(下

二)
と
訓
じ
た
古
例
を
知
ら
な
い。
第別
行
「
欲
早
避」
を
「
早(
く)
明判
例制

と)
欲(
す)」
も
同
断
で、
「
早(
く)
避(
ら
む
と)
欲(ふ)」
な
ど
と
よ
むべ
き

で
あ
ら・っ。

第
印
行
「
慈」
を
(
い
つ
く
し
び)
と
訓
ぜ
ら
れ
た
が
(
引つ
く
し
び)
を

可
と
す
る
で
あ
ら
う。

第加
行
「
煮(
伐)
砕(
き)
タ
テマ
ツ
リ
タ
リ」
の
「ニ
エ」
は
自
動
詞
で
あ

り、
如
何
で
あ
ら
う
か。
「者…
山町(
き)
タ
テマ
ツ
リ
タ
リ」
で
よ
い
の
で
は
な

か
ら
う
か。

第
則
行、
「
益スキメヤ
母
氏ヵ
悲
厚
こ
を
「
母
氏
ガ
悲
厚ニ
益
ギ
メ
ヤ」
と

訓
ま
れ
た
が、
「
母
氏
ガ
悲(/)
厚(
キ)
ニ
益
ギ
メ
ヤ」
と
し
て
は
如
何
で
あ

=り'っ
か。

第部
行、
「
兎
変モ」
を
「
憂(
ひ)
モ
エん(
し
ご
と
さ
れ
た
の
は、
千
慮の一

失
で
「
変(へ)
も
元(
し)
と」
すべ
き
で
あ
ら
う。

第m
行
「三
千
六
百日
之
内
守
長
之
恩」
を「三
千
六
百
日(の)〔
之〕
内(の)

長(
き)《
材 、(の)
〔
之〕
恩(
は)」
と
さ
れ
た
が
「三
千
六
百
日(の)〔
之〕
内

(
に)
長(
き
を)
守(
りた
ま
ひ
し)〔
之〕
恩」
と
よ
み
た
い。

第加
行
「五
ノ
主」
は
「
五
ノ
主」
か。

第知
行
「
甚
(
な)
多(
し
こ
は
「
甚
(
だ)
多
し」
か。

本
舎に
は、
若
干の
誤
植
が
見
ら
れ、
そ
の一
部
分
に
つ
い
て
は、
著
者
が

作
製
頒
布
さ
れ
た
正
誤
表(リコピ
ー)
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
が、
そ
れ
以
外
に
も

気
附い
た
所
が
あ
る。
機
を
得
て
訂
正
せ
ら
れ
る
こ
と
を
願
ふ
もの
で
あ
る。

本
舎
は、
「
東
大
寺
誠
一前
文
杭」
と
い
ふ一
文
献
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る

K
止
ら
ず、
更
に
広
く、
奈
良
時
代・
平
安
時
代の
国
語
研
究の
研
究
史の
上

に
打
建
て
ら
れ
た一
大
金
字
塔
で
あ
り、
今
後の
研
究
者
の、
必
ず
顧み
るべ

き
大
著
で
あ
る。

以
上、
多
くの
蕪
辞
を
弄
し
た
が、
文
中
不
当
な
説
在
ら
ば
各
位の
叱
正
を

賜
りた
い。
著
者
中
国
博
士
に
は、
本
書
刊
行
後
も
更
に
「
文
明
本
節
用
集」

「
抄
物
大
系」
な
ど
の
編
著を
続々
精
力
的
に
公
表
さ
れ
て
ゐ
る。
今
後の
御

健
康
御
発
展
を
切
に
祈
り
奉
る。
(
四
五・一
一
・
四)
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